
 

 

 

 

 2学期制で秋休み期間中の 10月 4日に、小学生を対象とした 

こども防災講座を開催！ 13名にご参加いただきました。 

  

講座では、野田防災専門官より「災害の危険 

から身を守り、自分の命を守るには！」という 

テーマで、水害の時と地震が発生した時の対応 

を学びました。 

 また実際に熊本地震で被災した小学生のお話 

を聞いて、大人がいない時に災害に合う怖さや 

不安な気持ちを考えました。 

  
 

防災クイズでは、登下校時の子どもだけの 

時やおうちに一人でいる時など様々な場面 

で、火事・大雨・地震・台風などの災害がおこ 

った時どうする？と、3択問題のゲーム形式 

で考えて、大盛り上がり！ 

 クロスロードでは、避難所の人数に足りない 

物資をどう配るか…など難しい問題に自分 

ならどうするのか、真剣に話し合いました。 

 

講座の途中で、火や電気が無くても食品を温められるモー 

リアンヒートパックでレトルト食品を温め、ハンバーグなど 

を、みんなで楽しく試食しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和5年10月１5日 

野田防災専門官 

最後に 

一日子ども防災士 

の認定証を 

野田防災専門官から 

頂きました！ 



 

 

 

            4年ぶりの太宰府市民まつりが、大宰府政庁跡にて行われました。 

           うめさろんで募集したボランティアさんはクリーンステーション(ゴミの分別)

と駐輪場の整理係を担当していただきました。会場は、来場者の増加と共に気温も上昇！ 

汗だくになりながらの活動でしたが、無事に終える 

ことができました。 

活動していると様々な課題も見つかりましたが、 

来年のおまつりに活かせるといいですね。 

 

 

 
 

           令和５年７月の豪雨で被災した久留米市田主丸町。現在は浸水した地域の 

水はひいたものの、住宅や農地に堆積した土砂は、まだ積もったままの場所も

あります。久留米市の災害ボランティアセンターでは、泥のかき出し作業などのボランティアを

募集していました(現在は募集を終了しています)。そこでＮＰＯ法人チャルカ・ジャパンが主催

し、うめさろんが災害ボランティアを募集。当日は太宰府市社会福祉協議会のバスを借りて、１

０名で活動に参加しました。乾燥して硬くなった土砂を削り取り、土嚢袋に詰め、トラックに積

み、搬出する作業は酷暑の中、想像以上の体力勝負でした。 

作業をした住宅の方からは「庭がきれいに 

なった！」と、とても感謝されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 うめさろんには、簡単に使える「缶バッチメーカー」があるのをご存じですか？ 

バッチのデザインができていれば、一個からでも 

作ることができ、直径 38㎜は 60円、57㎜は 

100円です。パソコンが無くてデザインできない 

場合は、スタッフがお手伝いできますよ！(有料) 
 

利用者の声： 水城西小学校の創立 50周年の 

記念事業の一つとして、児童たちの 

考えたデザインで缶バッチを 

作りました。みんなで記念 

と記憶に残るモノを作る 

ことができました！ 

 

 

 

平成30年に 6つの子ども食堂が開設され、現在太宰府市には9つの子ども食堂団体があります。

開設当初は、それぞれが独自に運営していましたが、情報交換の場や横のつながりが欲しいという声が

あり、子ども食堂ネットワークがスタートしました。子ども食堂の目的や対象者、開催場所、開催頻度な

どはそれぞれ違いますが、「食と居場所を通した子どもの支援」という点では一致しています。太宰府市

生活支援課は、定期的な情報交換会の開催や、開催時の後援、情報発信・情報提供、共有の冷蔵庫設置

など様々な形で関わっています。また、うめさろんも、運営の相談や広報の支援、個人ボランティア紹介

などを通して、子ども食堂団体を支援しています。 

「食と居場所を通した子どもの支援」のために、お互いがそれぞれの役割を果たしながら活動してい

る協働の事例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども食堂ネットワーク 
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子ども食堂団体 

運営の相談・支援 

ボランティア紹介 

助成金情報発信 

情報交換会の開催 

情報提供・発信 

場の提供（冷蔵庫） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太宰府市ＮＰО・ボランティア支援センター「うめさろん」 
                      太宰府市五条 3丁目１番１号  いきいき情報センター 2階 

                                 平 日 10:00～18:00  第 2・第 4土曜日 12:00～18:00 

                 （休業日 毎週日曜日、祝日、毎月最終水曜日、第 1・３・５土曜日 

8月 13日～15日、12月 28日～１月４日） 

                             ＴＥＬ 092-918-3633   ＦＡＸ 092-918-3644 

                             ＭＡＩＬ dazaifu-volusen@wish.ocn.ne.jp 

                    H P  http：//umesalon.sakura.ne.jp/

 

 

2002年ごろから地域づくりやNPO支援に携わる。 

現在は北部九州を中心に、様々な組織や人材の参加や 

協力を引き出し、協働による課題解決を進めるための 

コーディネーションに力を入れている。また非営利組織に 

対するマネジメントや事業企画のコンサルティングにも 

取り組むほか、各地で研修講師や行政機関の各種委員、 

アドバイザーなども担当している。 

福岡県出身、社会福祉士。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームぺージ メール 

 

最近ではコロナ禍以前の市民活動が少しずつできるようになってきましたが、

この数年間、活動が停滞している間に、推進力の低下や会員の高齢化に伴う

様々な問題が浮き彫りになってきたという声が多く聞かれます。 

楽しく活気のある市民活動を行うために、組織運営を見直してみませんか。 

mailto:dazaifu-volusen@wish.ocn.ne.jp

